
論

説

日
本
経
済

の
国
際
的
優
位

に

つ
い
て

石

崎

昭

彦

目

次

は
じ
め
に

↓

国
際
的
地
位

の
上
昇

二

国
際
的
優
位

の
原
因

ω

高

い
労
働
生
産
性
上
昇
率

②

日
本
型
生
産
方
式

の
優
位
化

㈹

貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
超
過

三

九
〇
年
代

の
展
望

は

じ

め

に

153

日
本
経
済

は
第

一次
大
戦
後

の
急
激
な
発
展

に
よ

っ
て

一
九
七
〇
年
代
前
半

に
は
米
欧
諸
国

の
生
産
力
水
準

に
ほ
ぼ
追

い

つ
い
た
。

そ

の
後
、
日
本
製
造
業

の
国
際
競
争
力
は

一
段
と
高

ま

っ
て
米
欧
諸
国
を
上
回
り
、

一
九

八
〇
年
代

に
は
日
本
経
済

の
国
際
的
優
位

は
債
権

大
国
化

と
い
う
形

で
明
確
に
現
わ
れ
る
に
い
た

っ
た
。
本
稿

で
は
ま
ず
経
済
的
地
位

の
上
界

の
事
実
を
統
計
的

に
明
ら
か
に
し
、
次

い
で
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そ
の
原
因

に

つ
い
て
論
じ
、
最
後

に
九
〇
年
代
を
簡
単

に
展
望
す

る
。

国
際
的
地
位
の
上
昇

日
本

の
経
済
成
長
率
は
七
〇
年
代
初
め
ま

で
の
、
一〇
年
間

は
年
平
均

お
よ
そ

一
〇
%
と
高
率

で
あ

っ
た
。

目
本

が
米
欧
先
進
諸
国
か
ら

生
産
技
術
を
活
発

に
導
入
し
、
設
備
投
資
を
大
規
模

に
進
あ
た
こ
と
に
よ

っ
て
高
成
長
が
達
成

さ
れ
た
。

一
九
七
三
-
七
四
年

の
第

一
次

石
油
危
機
後
、
経
済
成
長
率

は
大
幅

に
低
下
し
、
七
三
i
九
〇
年
平
均

で
約
三

・
九
%
と
な

っ
た
が
、

ア
メ
リ
カ
の
二

.
五
%
、
ド
イ

ツ

第1表 主要先進国の実質GDP成 長率, 1960-1990年

(%)

79-90

%

胴
"

⑳

a
服

田

皿

"

60-68168--73 73-79

ア メ リカ 4,513.2 2.4

カ ナ ダ 5,515.4 4.2

日 本 10,218.7 3.6

ド イ ツ 4,114.9 2.3

フ ラ ン ス 5,415.4 2.8

イ タ リア 5,714.5 3.7

イ ギ リス 3,OI3.4 1.5

EC 4,714.8 i2.5
i
1

0ECD5.14.62.71
_L____L_一

〔出 所 〕OECD,Historical

1979-90年 は,OECD,

1,MainAggregates,

113.

Statistics1960-1989,1991,p.48.

NationalAccounts1960-1990,Vol,

1992,pp.8485,90-92,99-100,104,

の
二

・

一
%
を

大

幅

に
上

回

っ
た
。

米

欧

諸

国

と

比

較

し

た
詳

し

い
数

値

に

つ
い

て
は
第

1
表

を
参

照

さ
れ

た

い
。

米

欧

諸

国

を

上

回

る
高

い
経

済

成

長

が

続

い
た

こ
と

に
よ

っ
て
国

際

経

済

に
お

け

る

日
本

の
地

位

は
大

幅

に
上
昇

す

る

に

い
た

っ
た
。

世

界

総

生

産

に
占

め

る

日
米

欧

諸
国

の
G

N

P

シ

エ
ア
を

見

る
と
第

2
表

の
通

り

で
、

ア

メ
リ

カ

の

シ

ェ
ア
は
六

〇
年

に
三

四
%
、

七

〇
年

に
三

〇

%

と
圧

倒

的

に
高

く
、
日
本

は

そ
れ

ぞ
れ

の
年

に
三

%
弱
、
六

%
と
低

か

っ
た
が
、
九
〇

年

に
は

ア

メ
リ

カ

の

シ

ェ
ア
は

.
一
四

・
五

%

に
低

下

し
、

日
本

は

一
三

.

(
1

)

四

%

へ
と
大

幅

に
上

昇

し

た
。

人

口
は

ア

メ
リ

カ
が

日
本

の
約

二
倍

で
あ

る

か

ら
、

一
人

当

り

G

N

P

を

比

較

す

る

と

日
米

経

済

逆

転

の
状

況

は

は

っ
き

り
す

る
。

第

3
表

は
主

要

先
進

国

の

一
人

当

り

G

N

P
を

比

較

し

た
も

の
。

ア

メ
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第2表 世 界GNPに 占める主要 国 の シ ェア,1960-1990年

GO億 ドル)

年

GNP(時 価)

世 界総額

ア メ リカ

日 本

西 ドイ ッ

フ フ ンス

イ タ リア

イ ギ リス

10so

1,500(goo.0)

54fi(33.7)

43(2.9)

70(4.7)

58{3.9)

32(2.1)

71(4.7)

1970 ・'1

o) 3,250(roo.o) 11,796(1

7) 982(30.2) 2,?36(

9) 196(6.0) 1,059(

7) 1H6(5.7} 812(

g} 148(4.fi) 667(

1) 93(2.9) 454

7) 124(3.8) 538

9.0)

6.9)

5.7)

3.8)

4.6)

1990

22,173(100.0)

5,441{24.5)

2,964{13.4)

1,497(6.8)

1,187(5.4)

1,078(4.9)

978(4.4)

〔出 所 〕1960年1970年 に つ い て は,Int・ ・n・tl・nalE・ ・n・mi・R・p・ ・t・ftheP・e・id・nt19?? ,p.

138か ら.1980年,1990年 に つ い て はGNP総 額 はWorldBank ,WorldDevelopmentReport

l991,p.183;1992,p.196か ら .各 国GNPの 数 値 はWorldBank,WorldTables1992,pp.

264-263,272-一 一一2'15,340-343,348-351,624-627,628--629 .年 平 均 市 場 為 替 相 場 で ド ル に 換 算.

第3表 主 要 先 進 国 の1人 当 りGNP,1970-1990年1)

(ド ル)

ラ ン

イ タ リ

イ ギ リ

OECD平 均

〔出所〕

次年

カ

ダ

本

ツ

ス

ア

ス

リ

ナ

イ

メア

カ

日

ド

ブ

1970 1980

4,970{100) 11,990(100) 21

3,870(77.9) 10,600(88.4) 20

1,950(39.2) 9,830(82.0) 25

2.850(57.3) 13,270{114.7) 22

2,990(60.2) 11,85Q{98.8) 19

2,000(40.2) 7,480(62.4) 16

2,220(44.7) a,ono(ss.9> i6

3,110(62.6) 10,400(86.7) 20

1990

21,790(100)

20,370(93.5)

25,890(118.8)

22,360(102.6)

19,520(89.6)

16,860(77.4)

16,060(73.7)

20,250(92.9)

TheWorlddank,WorldTables,1992,pp.4--5,16d--165,26D-261 ,

272-273,340-341,348-349,624-625,628-629 .

D世 銀 ア ト ラ ス の 計 算 方 式 に よ り 各 国 の 時 価GNPを ド ル に 換 算 し た

数 値.カ ッ コ 内 は 対 米 比 率(%).

九

〇
年

に

=

二
・
七

で
、

ア

メ
リ
カ
が

七
〇

見

る
と
第

4
表

の
通
り

国

・
地
域

の
シ

ェ
ア
を

世
界
輸
出
で
の
主
要

九

%

も

上

回

る

に

い

(
2

)

た

っ
た

。

日
本

が

ア
メ
リ

カ
を

い
越

し
、

九
〇

年

に
は

イ

ッ
が

ア
メ

リ
カ
を
追

た

が
、

八
〇

年

に
は
ド

そ
六
割

に
す
ぎ
な
か

っ

フ

ラ

ン

ス
は

そ

の

お

よ

の
約

四

割

、

ド

イ

ツ
、

日
本

と

イ

タ
リ

ア
は

そ

国
を
大
幅

に
上
回
り
、

P
は
七
〇
年

に
日
欧
諸

リ
カ

の

一
人

当

り
G

N



156商 経 論 叢 第30巻 第1号

(10億 ドル)第4表 世界輸 出 での主要国 の シェア,1970-1990年

1980 199a

1,998.6(14.0) 3,415.3(100.0}

1,251.6( 62.6) 2,439.3( X1.4)

573.5( 28.7) 738.0{ 21.6)

220.8( 11.0) 393.6( 11.5)

65.1( 3.3) 127.4( 3.7)

129.8( s.5) 286.9( .,

1,337.4(

398.4(

210.2(

164.5(

18fi.0(

39.2)

11.7)

6.2)

4.8)

5.4)

680.8(

192.9(

111ユ(

77.7{

34.1)

9.7)

5.6)

3.9)

 

0

【5.1(100.0)

?3.5(70.9)

X7.9(18.4}

13.2{13.7)

16、1(5.1)

19.3s1)

15.8(36.8)

34.2(10.9)

L7.9(5.7)

13.2(4.2)

19.4(fi.2)

 

額総

国

国

輸

進

上

世

先

途

ス

ア

ス

イ

ン

リ

ラ

タ

ギ

㏄

西

ブ

イ

イ

1) 190.7(100.0)

1fi4.3(84.1)

28.4(14.9)

8.2(4.3)

17.9(9.4)

110.1(5.5)
一 三計一

1,097.0(100.0)

903.2(82.3)

リ

リ

リ

ダ

ツ

ア

ス

86.9(

29.9(

13.1(

11.0(

15.5(

45.6)

15.7)

s.s)

5.8)

H.1)

145.9(13.3)

30.0(2.7)

122.7(11.2)

505.4(

162.1{

81.1(

65.0(

81.9(

59.4(

4s.i)

14.8)

7.4)

5.9)

7.5)

5.4)

2,444.7(100

1,931.1(

290.5{

73.3(

275.1(

1,0'1fi.8(

354.4(

161.3(

148.6{

147.3(

235.7(

o)

79.a)

11.9}

3.0)

11.3)

44.0)

14.5)

6.6)

6.1)

6.0)

9.6}

輸 出 に っ い て はUNCTAD,HandbookofInternationalTradeandDevelopment

s1991,p.2.製 品 輸 出 に つ い て は,GATT,InternationalTrade1986-87,pp.193-

9-90,Vol.II,TableA4;1990の1,Vol.皿,pp.36,80,95,97,99,101,103,105,107,

世界製品輸 出総額

先 進 国

ア メ カ

カ ナ

日 本

ECz)

西

ブ

イ

イ

ド イ

ラ

タ

ギ

ン ス :

I

i

アジアNIESL⊥
__生 塑)

〔出 所 〕 世 界

Statistic

194;198

109か ら.

1)SITC5,6,7,8.た だ し68(非 鉄 金 属)は 含 ま れ な い.

2)1970年 はEC9力 国,他 の 年 次 は12力 国.

3)韓 国,台 湾,香 港,シ ン ガ ポ ー ル.

%

か

ら

一

一

・
五

%

へ
と

低

下

し

た

の

に

対

し
、

ド
イ

ッ
は

一

〇

・
九

%

か

ら

一

一

・
七

%

に
上

昇

し

て

ア

メ
リ

カ
を

上

回

り
、

日
本

は
六

・

一

%

か

ら

八

・
四

%

へ

と

大

幅

に

上

昇

し

た
。

一
次

産
品

を

除

い

て
世

界
製

品

輸

出

で

の

シ

ェ
ア
を

見

る

と
、

ア
メ
リ
カ

が
同

期

間

に

一
四

・
九

%

か

ら

一
一

・
九

%

へ

と
大

幅

に
低

下

し
た

の
に
対

し

て
、

日
本

は
九

・
四
%

か

ら

一
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咄
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・
三
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に
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昇

し

て

ア
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リ

カ
と

ほ
ぼ

同
水

準

に

達

し
、

ド
イ

ツ
は
同

期

を

通

し

て

ア
メ
リ

カ
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上

回

り

一
五
%
前
後

の
水
準
を

維
持

し

た
。

ド

イ

ツ
の
輸

出

は
そ

の
半
分
以
上
が
E

C
向

け
、

二
〇

%
近

く

が

他
の
西
欧
諸
国
向
け
で
あ

り
、
伝
統
的

に
貿
易
依
存

度

の
高

い
欧
州

に
お
い
て

ド
イ

ツ
が
そ
の
輸
出
を
伸

ば

し

た

の

に
対

し
、

日
本

は

「世
界

の
工
場
」

と
し

て
の
役
割
を
拡
大
し
た
の

で
あ

っ
た

。

日
米
独
の
貿
易
収
支
と

経
常
収
支
を
見

る
と
第

5

年次
日 本 ア メ リ カ ド イ

貿易収支 経常収支 (GDP比) 貿易収支 経常収支 (GDP比) 貿易収支 経常収支

i970 4.0 2.0 (1。0) 2.6 2.3 (0.2) 5.7 0.8

1971 7.8 5.8 (2.2) 一2
.3

一L5
(-0.1) 6.7 1.0

1972 8.9 6.6 (2.2) 一6
.4 ・ C--o.S) 8.4 1.2

1973 3.6 一一〇
.1 (-0.0) 0.9 7.1 (0.5) 15.7 5.1

1974 1.4 一4
.8

(-1.0)
一一一5

.5 1.9 (0.1) 21.9 10.6
1

1975 4.9 一 〇
。7 (-0.1) 8.9 18.1 (1.1) 16.9 4.4

197fi 9.8 3.7 Co.7) 一9
.5 4.2 CQ.2) 16.0 3.7

1977 17.2 10.9 (1.6) 一31
.1

一14
.5 {-0.7) 19.4 4.1

1978 24.3 1fi.5 (1.7) 一33
.9

一一15
。4 (-0.7) 24.1 9.2

1979 1.7 一一8
.7 (-0.9) 一27

.5 0.2 Co.o) 1fi.5 一 」
.」

・'1
2.1 一10

.8 C‐1.o}
一25

.5 2.3 (0.1) $.7 一一13
.8

1981 20.0 4.8 (0.4) ;r 5.1 (0.2) X6.1 一一3
.4

1982 18.1 s.9 (0.6) 一36
.5

一一11
.4 (-0.4) 24.7 5.0

1983 31.5 20.8 iYV) 一67
.1

一43
.7 (一一一1.3) 21.4 5.4

1984 44.3 35.0 (2.8) 一112 .5 一98
.8 (2.6) 22.1 9.6

1985 56.0 49.2 (3.7) 一122
.2

一一121
.$ (一一3.0) ・ ・ X7.0

1986 92.8 r・
r・ {4.3) 一一一一145

.1 147.5 (-3.5) 55.8 40.1

1987 96.4 1 3s) 一159 .6 一163
.5 (-3.6) 70.2 46.3

1988 95.0 79.6 C2.7> 一一127
.0

一126
.7 {-2.6) r 50.6

1989 76.9 57.0 (2.0) 一115
.7 一101

.2 (-1.9} 77.7 57.7

1990 fi3.6 35.9 (1.2) 一108
.8

一一90
.5 (-L6) 71.s 46.6

1991

1992

103.1

132.4

72.9

117.6

(2.2)

(3.2)

一一73 .4

-9fi
.3

一3
.7

-62
.5

(-0.1)!

(一 一U)

24.0

32.4

一19 .6

-26」

　 } _⊥_____」
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表

の
通

り

で
、

日
本

の
貿
易
黒
字

は
七
〇
年
代

に
は
小
幅

で
あ

っ
た
が
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年

代
初

め

に
か
け

て
著
増
し
、

そ
れ

に

伴

っ
て
経
常
収
支

の
黒
字
が
大
幅

に
増
加
し
、

そ
の
G
D
P
比

は
八
五
-
九
二
年

に
は
平
均

二

.
九
%

の
高
水
準

に
達
し
た
。

ア
メ
リ
カ

の
貿
易
収
支

は
六
〇
年
代

に
は
そ

の
経
済
的
優
位
を
反
映

し
て
黒
字

で
あ

っ
た
が
、
七
〇
年
代

に
は
赤
字

に
転

じ
、
八
〇
年
代

に
は
赤
字

が
激
増
し
、
そ
れ

に
伴

っ
て
経
常
収
支

が
大
幅
赤
字

に
転

じ
た
。

ド
イ

ッ
は
七
〇
年
代

か
ら
八
〇
年
代

に
か

け
て
貿
易
黒
字

の
増
大

に

よ

っ
て
経
常
収
支

の
黒
字

が
拡
大
し
、

そ
の
対
G
D
P
比

は
八
〇
年
代
後
半

に
は
四
%
台
と
高
水
準

に
達
し
た
が
、
九
〇
年
代
初
め

に
は

ド
イ

ッ
統

一
の

コ
ス
ト
負
担
増

の
影
響

に
よ
り
経
常
収
支

は
赤
字
化
し
た
。

日
本

は
先
進
国

の
中

で
唯

一
の
黒
字
大
国
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
対
外
収
支
変
動

の
累
積
的
結
果
と
し

て
主
要
国

の
国
際
投
資

ポ
ジ

シ

ョ
ン
は
、
第

6
表

に
見
る
よ
う
に
大
き
く
変
化
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
世
界
最
大

の
債
権
国
か
ら
世
界
最
大

の
債
務
国

に
転

位
し
た

の
に
対
し

て
、
日
本

は
世
界
最
大

の
債
権
国

へ
と
転

じ
た
。

ア

メ
リ
カ
は
長
年

に
わ
た
り
世
界
最
大

の
債
権
国

で
あ

っ
た
。
対
外
資
産
残
高
か
ら
対
外
負
債
残

口同
を
差
し
引

い
た
対
外
純
資
産
残
由目同
は
七

〇
年
代

に
増
大
し
、
八
〇
年

に
は
三
九
三
〇
億

ド
ル
の
ピ

ー
ク
を
記
録
し
、
G
N
P
比

で

一
四

∴
二
%

の
高
率

に
達

し
た
が
、
そ

の
後
減

少
し
・
八
七
年

に
は
負
債
超
過

へ
と
転

じ
た
。
対
外
純
負
債
残
高
は
増
加
し

て
九

一
年

に
は
三
六
二
〇
億

ド
ル
に
達
し
、
G
N
P
比

で
六

%
を
超

え
る
に
い
た

っ
た
。

日
本
は

こ
れ
と
は
対

照
的
な
動
き
を
見
せ
た
。
対
外
純
資
産
残
高

は
八
〇
年

に
は

一
.
一〇
億

ド

ル
弱

に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
八
五
年

に

は

一
三
〇
〇
億

ド
ル
、
九

一
年

に
は
三
八
三
〇
億

ド
ル
に
増
加
し
、

そ
の
G
N
P
比

は
八
〇
年

の

一
・
二
%
か
ら
九

一
年

に
は

一
一
.
四

%

へ
と
大
幅

に
上
昇
し
た
。
他

の
主
要
債
権
国

の
対
外
純
資
産
残
高
と
比
較
す
る
と
、

日
本

は
八
三
年

に
は
ド
イ

ッ
を
、
八
五
年

に
は
イ

ギ
リ

ス
を
・
八
六
年

に
は

ア
メ
リ
カ
を
上
回

っ
て
世
界
最
大

の
債
権
国
と
な

っ
た
。
グ

ロ
ス
の
対
外
資
産
残
高

に

つ
い
て
見

て
も
、
日
本

は
八
三
年

に
は
ド
イ

ッ
を
、
八
八
年

に
は
イ
ギ

リ

ス
を
、
九

一
年

に
は
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
し
た
。
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二

経
済
的
優
位
の
原
因

ω

高

い
労
働
生
産
性
上
昇
率

経
済
力

の
増
大
を
決
定
す
る
主
因

は
労
働
生
産
性
上
昇
率

の
大

き
さ
で
あ

る
。
労
働
生
産
性
が
引
き
上

げ
ら
れ
れ
ば
、
経
済
成
長
率

は

高
ま
り
、
所
得

は
増
加

し
、
生
活
水
準

は
上
昇
す
る
。
ま
た
所
得

の
増
加

に
伴

っ
て
貯
蓄

は
増

え
、
金
利

は
低
下
し
て
設
備
投
資

や
住
宅

投
資
が
促
進
さ
れ
、
経
済
成
長

は

一
段
と
加
速
さ
れ
る
。
労
働
生
産
性
が
上
昇
す
れ
ば
、
産
業

の
国
際
競
争
力

は
強
ま
り
、
輸
出

が
増
加

し

て
貿
易
黒
字

は
拡
大

し
、
経
済
成
長
率

は
押
し
上
げ
ら
れ
る
。
貿
易
黒
字

の
増
大

に
伴

っ
て
円
相
場

が
上
昇
し
て
も
、
労
働
生
産
性
L

昇
率

が
高

け
れ
ば
、
実
質
円
相
場

は
上
昇

せ
ず
、
あ
る
い
は
実
質
円
相
場

の
上
昇

は
小
幅

に
と
ど
ま
る

こ
と
と
な

っ
て
、
製
造
業

の
国
際

競
争
力

は
維
持
さ
襲

・
貿
易
黒
字

(経
箪

字
)
の
増
大

に
伴

っ
て
対
外
投
資
が
増
加
し
、
海
外
資
産

が
蓄
積
さ
れ

て
そ
の
国
は
債
権
国

に
転
ず

る
。

日
本

の
経
済
的
優
位

の
進
展
は
、
米
欧
諸
国
と
比
較

し
て
労
働
生
産
性
上
昇
率

が
高

か

っ
た

こ
と

に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

主
要
先
進
国

の
労
働
生
産
性
上
昇
率

を
見

る
と
第

7
表

の
通
り

で
あ
る
。
雇
用
者

一
人
当

り
G
D
P
増
加
率
を
比
較
し

て
見

る
と
、

日

本

は

一
九
六
〇
i
七

三
年
平
均
が
約
八
%
と
米
欧
諸
国
を
大
幅

に
上
回

っ
た
。
七
三
ー
九
〇
年
平
均

は
二

.
九
%

に
低
下
し
た
が
、

ア
メ

リ
カ
の

一
%
弱
、

ド
イ

ッ
の

一
・
九
%
、

フ
ラ
ン
ス
の
二

・
一
%
、

イ
ギ
リ

ス
の

一
・
五
%
を
上
回

っ
た
。

製
造
業

の
労
働
生
産
性
上
昇
率

に

つ
い
て
見
る
と
、

日
本

は
六
〇

1
七
三
年

に
平
均

一
〇

.
二
%
と
、

ア
メ
リ
カ
の
三

.
三
%
、
西
欧

諸
国

の
四
～
六
%
を
大
き
く
引
き
離
し
た
。
石
油
危
機
後

の
七

三
-
九
〇
年

に
お

い
て
も
年
平
均

四

.
七
%
と
高
率

で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ

の
二
%
、

ド
イ

ッ
の
二

・
七
%
を
大
幅

に
上
回

っ
て
い
た
。

日
本

に
お

い
て
労
働
生
産
性
上
昇
率
が
高

か

っ
た
の
は
、
企
業
間
競
争
が
激
し
く
技
術
革
新
が
活
発

に
行
わ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も

の
で

あ

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
ま

で
は
日
本

は
後
発
工
業
国
と
し

て
の
利
益
を
享
受
す

る
こ
と
が

で
き
た
。
欧
米
諸
国
か
ら
最
新

の
生
産
技
術
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(/)第7表 主要先進国の労働生産性上昇率,1960-90年

年 平 均 ア メ リカ 日 本 ドイ ツ フ ラ ンス イギ リス イ タ リア カナ ダ

用者1人 当り
質GDP

1960喝8 2.fi 8.5 4.1 4.9 2.7 2.6 4.0

19fi8-73 1.0 ?.5 4.0 4.3 3.2 2.5 3.2

1973-79 o.o 2.9 2.7 2.4 1.3 1.3 1.4

1979-90 1.0 2.9 1.4 za L6 1.1 1.6

造業雇用者
時間当り生産量

1950-73 3.3 10.2 5.6 6.4 4.2 fi.4 4.5

1973-79 1.2 5.0 4.2 4.fi L2 5.7 2.1

X979-9D 2.5 4.5 1.9 3.4 4.5 4.0 1.3

1973-90 2.0 4.7 2.7 3.8
[

3.3 4s 1.6

雇
実

製

1

〔出 所 〕 雇 用 者1人 当 りGDPは,OECD ,HistoricalStatisticsrgso--19901992,p.51.製 造 業 の 労

働 生 産 性 は,U.S.Dept.ofLabor,MonthlyLaborReview,October1992 ,p.93;March1993,

p.103.

や
製
品
技
術
を
導
入
し

て
設
備
投
資
を
大
規
模

に
行

い
、

そ

の
た
め
の
投

資
資
金

は
増
大
す

る
所
得
か
ら
の
貯
蓄

に
よ

っ
て
賄
う

こ
と
が

で
き
た
。

七
三
-
七
四
年

の
第

一
次
石
油
危
機
後

は
い
ず
れ
の
先
進
国

に
お
い
て
も

生
産
性
上
昇
率

は
低
下
し
た
が
、

日
本

に
お
い
て
は
市
場
条
件

の
変
化

に

適
応
す
る
た
め
に
資
源
節
約
的
労
働
節
約
的
技
術
が
活
発

に
導
入
さ
れ
、

労
働
生
産

性
が
引

き
上

げ
ら
れ
、
製
造
業

の
国
際
競
争
力

は
強
化

さ
れ

た
。

欧
米

の
製
造
業

に
お

い
て
は
旧
来

の
生
産
方
式

に
制
約
さ
れ
て
新
技

術

の
導
入

が
進

ま
ず
、
労
働
生
産
性

の
引
上

げ

に
遅
れ
を

と
る

こ
と
と

な

っ
た
。

②

日
本
型
生
産
方
式

の
優
位
化

一
九
六
〇
年
代

ま

で
ア
メ
リ
カ
型
大
量
生
産
方
式

(
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ー

ド

.
シ
ス
テ
ム
)
が
世
界

の
製
造
業

で
優
位

に
立

っ
て
い
た
が
、
石
油
危
機

後
市
場
条
件
が
変
化
す
る
中

で
ア
メ
リ
カ
型
大
量
生
産
方
式

は
比
較
劣
位

化
し
、
代
わ

っ
て
日
本

の
多
品
種
少

量
生
産
方
式
、
あ
る
い
は
リ
ー

ン
生

(
4
)

産
方
式
が
優
位
化
す
る
に
い
た

っ
た
。

二
度

の
石
油
危
機
を
契
機
と
し

て
製
造
業

の
供
給
条
件

が
人
き
く
変
化

し
た
。

石
油

そ
の
他
資
源
価
格
が
高
謄
し
、
ま
た
賃
金
も
大
幅
上
昇
し
た
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か
ら
、
資
源
節
約
的
労
働
節
約
的
生
産
技
術
を
導

入
し
、
生
産

コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
は
、
製
造
業
が
国
際
競
争

で
優
位

に
蹉

つ
た
め

の
不
可
欠

の
条
件
と
な

っ
た
。
他
方

で
需
要
条
件
も
変
化
し
た
。
所
得
水
準
が
上
昇
す
る
41
で
大
量
消
費
市
場
が
変
質
し
、
均

一
規
格
品

に
対
す
る
大
量
需
要

に
代
わ

っ
て
多
様
な
製
品

に
対
す
る
多
様

な
需
要

が
現
わ
れ
た
。
需
要
多
様
化

に
対
応
す
る
た
あ

に
多
品
種
少
量
生

産
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
は
国
際
競
争
力
を
強
化
す

る
も
う

一
つ
の
条
件

と
な

っ
た
。

日
本

の
製
造
業

は

マ
イ
ク

ロ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク

ス

技
術
を
活
用
す

る
技
術
革
新

に
よ

っ
て
新

た
な
市
場
条
件

に
適
応

し
、

ア
メ
リ
カ
製
造
業

に
対

し
優
位

に
立

つ
こ
と
と
な

っ
た
。

ア
メ
リ
ヵ
型
大
量
生
産
方
式

は
標
準
的
規
格
品
を
低

コ
ス
ト
で
大
量
生
産
す
る
た
め

の
方
式

で
あ
り
、

そ
の
た
め

に
専
用
⊥
作
機
械

で

互
換
性
部
品
を
大
量
生
産
し
、
移
動
式
組
立

ラ
イ

ン
を
使

っ
て
そ
の
部
品
を
標
準
品

に
組

み
並

て
る
。

こ
の
方
式

に
お

い
て
は
労
働

は
知

的
労
働
と
肉
体
労
働

に
分
離

さ
れ
、
労
働
者

の
作
業

は
細
分
化

・
専
門
化

に
よ

っ
て
反
復
可
能
な
単
純
な
作
業

に
分
割
さ
れ
、

そ
し

て
こ

う
し
た
単
純
な
反
復
作
業

で
進
め
ら
れ
る
生
産
工
程

が
階
層
的
権
威
t
義
的

に
管
理
さ
れ
る
。

こ
の
方
式
は
機
械

の
運
転
速
度
を
速
あ

る
こ
と

に
よ

っ
て
労
働
者

の
単
純
な
反
復
作
業
を
加
速
化
し
、
規
模

の
経
済
を
実
現
す

る
こ
と

が

で
き
た
が
、
七
〇
年
代
か
ら

の
新
た
な
市
場
環
境

の
中

で
幾

つ
か

の
難

点
を
抱

え
る
に
い
た

っ
た
。

こ
の
方
式

に
お
い
て
は
組
立

ラ
イ

ン
を
中
断
な
く
速
く
運
転
す

る
た
め
に
事
後
的
品
質
管
理
が
行

わ
れ
、
不
良
品

が
少

か
ら
ず
発
生
し
た
。
第
二
に
、

こ
の
方
式

に
お
い
て

は
組
立

工
程

の
各
段
階

で
大
量

の
緩
衝
部
品
在
庫

が
保
有

さ
れ
た
。
そ
れ
は
組
立

ラ
イ

ン
の
加
速
運
転

の
た
め
ば
か
り

で
な
く
、
不
良
部

品
問
題

に
対
処
す

る
た
め

に
も
必
要
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、

こ
の
方
式
は

一
つ
の
組
立
ラ
イ

ン
に
お

い
て
単

一
種
類

の
標
準
品
を
大
量
生

産
す

る
こ
と
を
特
徴
と
す

る
か
ら
、
多
品
種
少
量
生
産

に
よ
る
範
囲

の
経
済
を
実
現

で
き
な
か

っ
た
。

原
材
料
価
格
が
安
く
、
ま

た
標
準
品

の
大
量
生
産

に
よ

っ
て
賃
金

コ
ス
ト
を
大
幅

に
引
き
下
げ
る
こ
と
が

で
き
た
六
〇
年
代
ま
で
は
、

大
量
生
産
方
式

に
内
在
す
る
上
述

の
欠
陥
は
そ
れ
ほ
ど
問
題

に
な
ら
な
か

っ
た
が
、
七
〇
年
代
以
降
、
原
燃
料
価
格

.
資
材
価
格

や
賃
金

が
大
幅

に
上
昇
す

る
と
、
多
数

の
不
良
品

の
発
生
や
大
量

の
緩
衝
在
庫
保
有

は
生
産

コ
ス
ト
上
昇

の
大
き
な
要
因
と
な
り
、
製
造
業

の
国
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際
競
争
力
を
弱
あ

る
要
因

に
転
化
し
た
。
ま
た
消
費
者

の
品
質
志
向
が
強
く
な
る
中

で
不
良
品

に
よ
る
故
障

の
頻
発

は
製
品

の
信
頼
性
を

損
な
う

こ
と
と
な

っ
た
。
さ
ら

に
、
大
量
生
産
方
式

は
消
費
需
要

の
多
様
化

に
対
応

で
き
な

い
と
い
う
点

で
、
範
囲

の
経
済
を
追
求
す
る

日
本

の
多
品
種
少
量
生
産

に
劣
位

に
立

つ
こ
と
と
な

っ
た
。

日
本

の
製
造
業
は

マ
イ
ク

ロ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
技
術

に
基

づ
く
技
術
革
新

に
よ

っ
て
生
産
工
程
を
自
動
化
し
、
多
品
種
少
量
生
産
を

行
う
と
と
も
に
生
産

コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
た
。
産
業
用

ロ
ボ

ッ
ト
や
N
C
r
作
機
械
を
活
用
し
た

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
制
御

の
オ
ー
ト
メ

ー

シ

ョ
ン
は
、
生
産

工
程

の
臼
動
化

に
よ

っ
て
生
産

コ
ス
ト
消
滅

に
寄
与
し
た
ば
か
り

で
な
く
、
製
品

の
精
度

と
品
質
を
大
幅

に
改
善
し
、

製
品

の
価
格
競
争
力

.
非
価
格
競
争
力
を
強
化

し
た
。

こ
の
新
生
産
方
式

に
お

い
て
は
予
防
的
品
質
管
理

に
よ

っ
て
不
良
品

の
発
生
が
防

止

さ
れ
、
ジ

ャ
ス
ト

・
イ

ン

.
タ
イ

ム
方
式

に
よ

っ
て
部
品
在
庫
費
用
が
圧
縮

さ
れ
、
多
品
種
少
量
生
産

に
よ

っ
て
範
囲

の
経
済
が
実
現

さ
れ
た
。

日
本

に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
技
術
革
新
が
進
展
し
た
の
は
、
次

の
要
因

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
。
第

一
は
企
業
間
競
争

が
激
し

く
、
新

技
術

の
導
入
が
不
可
欠

で
あ

っ
た

こ
と
、
第

二
は
労
働
組
合
が
欧
米
諸
国

の
そ
れ
と
は
異
な

っ
て
新
技
術

の
導
入

に
協
力
的

で
あ

っ
た

こ

と
、
第
三
は
労
働
者
が
技
術
革
新

に
対
応

で
き
る
熟
練
を
獲
得

で
き
た

こ
と

で
あ

っ
た
。

技
術
革
新

は
半
導
体
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
代
表

さ
れ
る

マ
イ
ク

ロ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
活
用
し

て
推
進

さ
れ
た
。

産
業
用

ロ
ボ

ッ
ト
は
生
産
工
程

の
技
術
革
新
を
象
徴
す

る
機
械

で
あ

っ
た
。

そ
の
導
入
は
第

一
次
石
油
危
機
後

の
減
量
経
営

の
時
期

に
本

格
化

し
、
自
動
車
や
家
電
製
品

の
生
産

で
急
速

に
普
及
し
た
。
自
動
車
生
産

で
は
日
産
自
動
車

が

一
九
七
六
年

に
座
間
工
場

の
組
立

ラ
イ

ン
に
大
量

の

ロ
ボ

ッ
ト
を
導
入
し
た

の
を
始
め
と
し

て
、

こ
の
頃
か
ら

ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
が
増
加
し
た
。

ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入

に
よ

っ
て
日

本

の
乗
用
車

は
世
界

で
最
も
安
定
し
た
品
質

と
性
能
を
確
保

で
き

る
こ
と
と
な

っ
た
。

技
術
革
新

の

一
指
標
と
し

て
産
業
用

ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
状
況
を
主
要
国

に

つ
い
て
見
る
と
第
8
表

の
通
り

で
あ

る
。

日
本

の
事
業
用

ロ
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第8表 主要国の産業用 ロボ ッ ト設置台数

(千台)

年 次 1985 1990 1991

日 本 93.0 274.2 324.9

ア メ リ カ 20.0 i' 44.0

イ ギ リ ス 3.2 6.4 7.2

ド イ ツ 8.8 28.2 34.1

フ ラ ン ス 4.2 8.6 9.8

イ 夕 リ ア 4.01 12.5 14.7

〔出 所 〕 日本 銀 行 『国 際 比 較 統 計 』X992,193-194頁;同

書1993,193-194頁.日 本 産 業 用 ロ ボ ッ ト工 業 会 調

べ .

ポ

ッ
ト
設
置
台
数

は
八
五
年

に
九
万
三
〇
〇
〇
台

で
、

ア
メ
リ
カ

の
二
万
台
、

ド
イ

ッ
の

九
〇
〇
〇
台
弱
を
大
き
く
上
回

っ
た
。
九

一
年

に
は
三
二
万
五
〇
〇
〇
台
と
、
八
五
年
台

数

の
三

・
五
倍

に
増
加
し
た
。

そ

の
間

に
ア
メ
リ
カ
は
二

・
二
倍
増
、

四
万
四
〇
〇
〇
台

に
な

っ
た

に
す
ぎ
ず
、

ド
イ

ッ
の
設
置
台
数

は
な

お

ア
メ
リ
カ

の
台
数

に
達

し
な
か

っ

た
。活

発
な
技
術
革
新

に
よ

っ
て
生
産

工
程
は
合
理
化

さ
れ
、

そ
の
結
果
と
し

て
日
本
製
造

業

の
労
働
生

産
性
上
昇
率

は
前
述

し
た
よ
う

に
欧
米
諸
国

を
大
幅

に
上

回

っ
た

の
で
あ

る
。㈲

貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
超
過

貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン
ス
の
恒
等
式

は
次

の
よ
う

に
表
わ
さ
れ
る
。

ω
1

剛
十

目
l

O

u
×

1
]≦

S

は
民

間
貯

蓄

、

1

は
民
間

投
資

、

T
は
税
収

、

G

は
政

府
支

出
、

X

は
財

・
サ

ー
ビ

ス

の
輸
出

、

M

は

そ

の
輸
入

で
あ

る
。

こ
の
式

に
は
移
転

収
支

は
含

ま

れ

て

い
な

い
か

ら
、

こ
れ
を

両

辺

で
調

整
す

れ
ば

(移
転
収
支
が
赤
字

で
あ
れ
ば
、
そ
の
額
だ
け
左
辺

で
は
貯
蓄
が
減
少
、

右
辺

で
は
純
輸
出
が
減
少
)
、
右

辺

は
経
常

収

支

に
等

し

い
。

民

間
貯

蓄

(S
)
が
民

間

投
資

(1
)
と
財

政

赤
字

(
↓
l
O
)
の
合

計
額

を

上

回

れ
ば

、

つ
ま

り
貯

蓄

超
過

で
あ

れ
ば

経
常

収
支

は
黒

字

で
あ

り
、

そ
れ

は

ま
た

同
額

の
対

外
純

投

資

が
あ

っ
た

こ
と
を
意

味

す

る
。

逆

に
貯
蓄

不

足

で
あ

れ
ば

、

そ

れ

は
同

額

の
経

常
収

支
赤

字

と

資
本

の
純

流

入
を

意

味
す

る
。

こ
の
式

に
従

っ
て
日
本

の
貯

蓄

投
資

バ

ラ

ン

ス
を
七

〇
年

代

と
八

〇
年

代

に

つ
い
て
算
出

す

れ

ば

(移
転
収
支
調
整
済
み
)
第

9
表

、

第
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第9表 日本の貯蓄 投資バ ラ ンス,19?'0--8Q年(対 名目GNP比%)

年 次 1970 1971 1972 1973 1974 175 1976 1977 1978 1979 ':1

民 間

家 計 且)

貯 蓄 14.2 14.7 15.1 is.9 19.7 20.6 21.3 20.0 19.4 17.3 17.1

国内投資 6.5 5.2 5.3 5.4 8.3 8.9 9.8 9.4 10.0 9.2 8.1

差 額 7.7 9.4 9.8 11.5 11.E 11.7 11.4 10.6 9r 8.1 9.0

法人 企業2)

貯 蓄 19.2 rs4 16.9 15.4 10.3 8.4 9.1 9.5 11.4 11.7 11.3

国内投資 27.5 24.8 23.9 262 23.1 17.9 1s.2 15.2 13.9 16.1 X7.0

蓋 額 一8 、3
., 一7

.0 1 一12
.9

一9
.5

一7
.0 5.s 一一2

.5
一4

.3
一5

.7

民間合計

貯 蓄 33.4 31.1 32a 32.3 30.0 29.0 30.4 29.5 30.7 29.0 28.4

国内投資 34.0 30.0 29.21 31.7 31.4 ・r Zs.a 24.fi 23.7 25.2 25.1

差 額 一 〇 .6 1.02.8 0.61-1.4 2.2 4.4 5.0 6.8 3.8 3.2

一 般政府3) 1

貯 蓄 fi.8 fi.9;fi.2 s.9s.3 3,312.1 2.5 1,512.5 2.7

国内投資 5.1 5.8i6.3 6.4fi.0 6,015.8 fi.3 7.07,217.1

差 額 1.7 1.2'一 一 〇.1 0.50.4
II!Ii

-2
.8ト ー3.7--3.8i-5.5・-4.71--4。4

貯蓄投資差額4) 1 }
総 貯 蓄 40.E

1

38.0=38.2 39,236.4 32.3332.6132,0 32.3131,531.1

国内総投資 39.1 35,835.5 38,137.4 31.9'
1

32.8'31.9'30.9130.9132.5'32.3
1

差 額 1.1 2.2 2.7 1.1-一 一1.0
一 〇

.50.71.2i1.4-1.OI--1.2

統計上の不突合 一 〇
.1 0.3 一一 〇

.5
一一1

.20.03 0.4-0.10.4…0.30.10.1

海外資産純増5) 1.0 2.5 2.2 0.03‐i.o
I

2
--0 .10.61.51.7--0.9-1.1

1

経

出

個

中

貯

算

〕

・b

)

)

)

所

1

3

5

咄 か頁鵬捧一舶98創臥鮭倦制報算計済経民国訂改準基年55和團編庁画企済

囎撫
轍
期

ぼフ

金

民

プ

　

へ　ノ

　

る

ヘ
コ

い

・

等

む

に

含

計

を

金

合

体

基

の

団

険

合

利

保

突

営

会

不

非

社

の

間

,
上

民

府

計

計

政

統

家

方

と

対

地

額

と

,
差

業

府

資

企

政

投

人

央

蓄

10
表

の
通
り

で
あ
る
。

第

9
表

に
見
る
よ
う
に
、

七

〇
年
代
初
頭

の
貯
蓄
超
過

は
七

三
-
七
五
年

に
は
石

油
危
機

の
影
響
を
受

け
て

貯
蓄
不
足

へ
と
転

じ
た
。

家
計

の
貯
蓄
超
過

は
G
N

P
比

で
上
昇
し
た
が
、

企

業
部
門

で
貯
蓄

不
足

(投

資
超
過
)
が
大
幅
と
な
り
、

家
計
と
企
業

を
合
わ
せ
た

民
間

の
貯
蓄
投
資
差
額

は

悪
化
し

て
七

四
年

に
は
貯

蓄
不
足
と
な
り
、

ま
た
政

府
部
門

の
貯
蓄
投
資
差
額

も
歳
出
増

・
税
収
減

に
よ

り
七
五
年

に
は
大
幅
な
赤

字

(貯
蓄
不
足
)
に
転
じ
た
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第10表 日本 の貯蓄 投資バ ラ ンス,1980-1991年(対 名目GNP比%)

年 次 "1 1981 1982 1953 1984 X985 1986 1987 i・. 1989 1990 1991

民 間

家 計D

貯 蓄 17.1 17.4 16.2 15.8 15.3 ・ 15.1 13.8 13.3 13.fi 13.3 13.9

国内投資 8.1 7.3 7.1 6.6 6.3 5.4 5.4 5.4 4.9 1/ 3.7 4.2

差 額 8.9 10.1 9.1 9.2 9.0 9.4 9.6 8.5 8.5 9.2 9.5 9.7

法 人企業2)

貯 蓄 11.3 10.9 11.2 11.2 11.6 12.0 12.1 12.1 12.7 11.9 12.0 11.5

国内投資 17.0 s 16.0 15.0 15.8 17.1 1fi.7 17.2 19.5 21.2 22.7 21.8

差 額 一一5
.7

一6
.0 4.9 一一3

.8
一4

.2 5.1 一_4
.5

一一5
.0

一6
.8

一一9
.2

一10
.7 10.2

民間合計

貯 蓄 28.4 28.3 27.3 27.0 26.9 26.8 27.2 26.0 26.0 25.6 25.2 25.4

国内投資 25.1 24.1 23.1 21.6 22.1 22.5 22.1 22.6 24.4 25.6 26.4 25.9

差 額 3.2 4.1 4.2 5.4 4,814.3
f

5.1 3.4 1.7 o.o 一1
.2

一一 〇
.5

一 般 政 府3)
[1

貯 蓄 2.7 3.2 3.2

　
2.8i3.8・4.7 4.7 s.4 7.6 8.4 9.0 9.2

国内投資 7.1 7.1 6.8 6.45,915.6
11

5.6 5.9 6.1 5.9 6.1 s.2

差 額 II 一3
.8

一一3
.6

一3
.62,1-0,8

一 〇
.9 0.5 1.5 2.5 2.9'2.9

貯蓄投 資差額4) 1
哩

総 貯 蓄

国内総投資

31.lj
1

31.5
2

32.2;31.2

30.5

29.9

29.8

i

1

30,731.6131.9

28.028」27.7

32.4

28.5

33.6

30.4

34.0!
134

.2.34.5

31.5;32.532.1

差 額

統計上の不突合

一1
.21

0.1

…

0.3

0.1

o.s

o.o

1.7

0.o

2.73.5

0.00.1

4.2

00

3.9

--0 .3

3.2

-0 .5

2.

1

1.7'2.4

レ
ー0

.5-0.5-0.3

海外資産の純増5)
1

--1 ,110.4 0.7・1。8 2.83.6 4.21.3.fi 12.7 2.OI 1.2`2.2
L_ 1」 一

} 一 一一

〔出 所 〕

1)

2)

4)

5)

の
第
二
次
石
油
危
機
の
発
生

た
。

し
か
し
七
九

八
〇
年

経済企画庁編 『国民経済計算年報』¥T/成5年 版,82-83,94-103,106-109頁 か ら算 出.

個 人企 業と対家計民間非営利団体を含む.

金融機関 を含む.3)中 央政府,地 方政府,社 会保険基金.

民間部門 と…般政府部門 の合計.

貯蓄投資差額 と統 計 ヒの不突合の合計 に等 しい.プ ラスは海外 資産 の純増.

幅
は
拡
大
す
る
傾
向

に
あ

っ

は
貯
蓄
超
過
と
な
り
、

超
過

全
体

の
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン
ス

賄

っ
て
余

り
が
あ

り
、

経

済

門

の
貯

蓄

超

過

は

こ
れ

を

は
大
幅
化
し
た
が
、

民
間
部

た
。

政
府
部
門

の
貯
蓄
不
足

民
間
の
貯
蓄
超
過
は
拡
大
し

貯

蓄

超

過

で
あ

っ
た

か

ら
、

計
部
門

は
引
き
続
き
大
幅
な

足
は
大
幅

に
緩
和
さ
れ
、

家

年
か
ら
企
業
部
門
の
貯
蓄
不

景
気
回
復

に
伴

っ
て
七
六

貯

蓄

不
足

へ
と
転

じ

た
。

せ
た
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン
ス
は

か

ら
、

民
間

・
政

府

を
合

わ
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に
よ
り
貯
蓄
超
過
は
再
び
貯
蓄

不
足

へ
と
逆
転

し
た
。
要
す
る
に
七
〇
年
代
に
は
石
油
危
機

の
影
響
を
受
け

て
貯
蓄
投
資

バ
ラ

ン
ス
は
不

安
定

に
変
動
し
、
貯
蓄
超
過
は
定
着
す

る
に
い
た
ら
な
か

っ
た
。

八
〇
年
代

に
は
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン
ス
は
大
幅

に
改
善

さ
れ
、
貯
蓄
超
過
が
定
着
し

た
。
第

10
表

に
見
る
よ
う
に
、
国
内
投
資

に
対
す
る

貯
蓄
超
過

は
誤
差
脱
漏
を
含
め

て
対

G
N
P
比

で
八

一
年

の
○

・
四
%
か
ら
八
五
年

に
は
三

・
六
%
、
八
六
年
に
は
四

・
、
一%

へ
と
大
幅

に
上
昇
し
た
。

そ
の
後

は
低
下
傾
向
を
辿
り
、
九
〇
年

に
は

一
・
.
、%
と
小
幅
化
し
た
が
、
九

一
年

に
は
、
一
・
、
、%
に
上
昇
し
た
。
貯
蓄

超
過
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
次

の
点

に
あ

っ
た
。

第

一
は
、
家
計
部
門

に
お

い
て
G
N
P
比

で
九
%
前
後

と
大
幅

な
貯
蓄
超
過
が
生

み
出

さ
れ
た

こ
と

で
あ

る
。
企
業
部
門

は
貯
蓄
不

足

・
投
資
超
過

で
あ
り
、
投
資
超
過

は
八
ヒ
年
ま

で
G
N
P
比

五
%
前
後

の
水
準

で
推
移
し

て
き
た
が
、
家
計
部
門

の
貯
蓄
超
過

は
そ
れ

を
補

っ
て
な
お
ト
分

に
余
り
が
あ
り
、
民
間
部
門
全
体

で
は
G
N
P
比

四
～
五
%
ほ
ど
の
貯
蓄
超
過
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
八

八
年
か
ら
円
高
景
気
が
過
熱
す
る
中

で
企
業

の
国
内
投
資
が
著
増
し
、
投
資
超
過
が
大
幅
化
し
た
た
め
、

民
間
部
門

の
貯
蓄
超
過

は
縮
小

し
、
八
九
年
か
ら
九

一
年

に
か
け

て
貯
蓄
不
足

に
転
じ
た
が
、
政
府
部
門

の
貯
蓄
超
過
が
拡
大
し
た
た
め
経
済
全
体

の
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン

ス
は
貯
蓄
超
過
と
な

っ
た
。
九

、
一年

に
は
平
成
不
況
が
激
化
す

る
中

で
企
業
部
門

の
投
資
超
過
が
減
少
し

て
、
全
体

の
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン

ス
は
貯
蓄
[超
過
拡
大

の
動
き
を
示
し
た
。

第

二
は
、
政
府
部
門

の
貯
蓄
投
資
差
額
が
大
幅

に
改
善
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
八
〇
年
代

に
政
府

は
緊
縮
財
政
政
策
を
推
進
し

て
財
政

赤
字

の
削
減

に
努
め
、
当
初
G
N
P
比

四
%
近
く

に
も
達
し

て
い
た
財
政
赤
字
は
急
速

に
圧
縮
さ
れ

て
八
七
年

に
は
小
幅
黒
字

に
転

じ
、

八
八
年
か
ら
九

一
年

に
か
け

て
は
黒
字
幅

が
拡
人
し
た
。

要
す

る
に
、
家
計
部
門

の
高

い
貯
蓄
率

に
基
づ
く
民
間
部
門

の
大
幅
な
貯
蓄
超
過
と
、
政
府
部
門

の
貯
蓄
不
足

の
縮
少
、
貯
蓄
超
過

へ

の
転
換
と
が
相
ま

っ
て
、

日
本
経
済

に
貯
蓄
超
過
が
定
着
し
た
の
で
あ

っ
た
。
経
済
成
長
率

は
八
〇
ー
九

一
年
平
均

で
四

・
、
一%
と
高
率



168商 経 論 叢 第30巻 第1号

で
あ
り
、
米
欧
諸
国

の
そ
れ
を
大
幅

に
上
回

っ
た
。
家
計

の
貯
蓄
率

は
G
N
P
比

で
八
〇
年
代
初
め

に
は

一
七
%
台
、

そ
の
後
低
下
し
た

が
八
七
-
九

一
年

に
は

一
三
ー

一
四
%
と
な
お
高
率

で
あ

っ
た
。
経
済

の
高
成
長

に
伴

っ
て
所
得
は
増
加
し
、
貯
蓄

は
教
育
費

や
住
宅
購

入
や
高
齢
化

に
備

え
る
た
め

に
増
加
し
た
か
ら
、
家
計

は
大
幅

な
貯
蓄
超
過
と
な

っ
た
。
経
済
が
拡
大
す
る
中

で
国
内
投
資
も
増
加
し
た

が
、
景
気
過
熱

で
国
内
設
備
投
資
が
異
常

に
増
加
し
た
八
九
-
九

一
年

の
時
期
を
除
け
ば
、
高
貯
蓄
率

に
基
づ
く
家
計
貯
蓄

は
国
内
投
資

を
大
幅

に
上
回
り
、
民
間
部
門

で
貯
蓄
超
過
が
生
じ
た

の
で
あ

っ
た
。
政
府
部
門

で
は
高
成
長

に
基
づ
く
税
収
増
と
支
出
抑
制

に
よ

っ
て

財
政
赤
字

は
圧
縮

さ
れ
黒
字
化

し
た
。

こ
う
し

て
大
幅

な
貯
蓄
超
過
が
形
成
さ
れ
た
。

貯
蓄
超
過

は
前
述
し
た
よ
う
に
経
常
黒
字

(貿
易
黒
字
)
に
等
し

い
。
両
者

の
関
係

は
恒
等
関
係

で
あ
り
、

一
定

の
経
済
条
件

に
基
づ

い

て
結
果
的

に
生
ず
る
関
係

で
あ

る
が
、
因
果
関
係

と
し

て
理
解
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
貯
蓄
超
過
が
経
常
黒
字

の
原
因
と
な

り
、
逆

に
経
常
黒
字

が
貯
蓄
超
過
を
も

た
ら
す
、
と
い
う
相
互
作
用
的
な
関
係

が
あ

る
。
貯
蓄
超
過

は
供
給
超
過
あ
る
い
は
内
需
不
足
を

意
味
す

る
。

そ
れ

は
輸
出
を
促
し
、
貿
易
黒
字
を
拡
大
す
る
。
財
政
赤
字

の
圧
縮

・
黒
字
化

は
内
需
抑
制

・
輸
出
促
進
作

用
を
も

っ
た
。

企
業

は
供
給
超
過

の
圧
力

の
も
と

で
販
路
を
海
外

に
求
め
る
か
ら

で
あ
る
。

他
方

で
は
貿
易
黒
字

の
増
大

は
貯
蓄
超
過
を
拡
大

し
た
。
貿
易
黒
字

の
増
大
は
経
済
成
長
率

を
押
し
上
げ
、
経
済

は
高
率

で
成
長
し
た
。

経
済
が
拡
大
し
所
得
が
増
加
す
る
中

で
投
資
と
貯
蓄
が
増
加
し
た
が
、
高

い
家
計
貯
蓄
率

と
緊
縮
財
政
政
策

の
も
と

で
貯
蓄

は
国
内
投
資

を
上
回
り
、
大
幅

な
貯
蓄
超
過
が
生
じ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
生
じ
た
貯
蓄
超
過
が
今
度

は
前
述
し
た
事
情

に
よ
り
貿
易
黒
字
を
拡

大
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
貯
蓄
超
過
の
形
成

は
次

の
よ
う
な
関
連
か
ら
も
経
常
黒
字

(貿
易
黒
字
)
に
導

い
た
。
貯
蓄
超
過
に
よ

っ
て
日
本

の
金
利
水
準
は

低
下

し
、
金
融
緩
和
政
策

は
こ
れ
を

一
段
と
促
進
し
た
。
他
方

に
お

い
て
ア
メ
リ
カ

の
貯
蓄
投
資
バ

ラ
ン
ス
は
大
幅
は
貯
蓄
不
足

で
あ
り
、

市
場
金
利
は
高
水
準

に
あ

っ
た
。
低
金
利

の
日
本

か
ら
高
金
利

の
ア
メ
リ
カ
に
資
金
が
移
動
し
た
。

日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ

へ
の
資
金
移
動
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は
円
売
り

.
ド
ル
買

い
を
伴
う
か
ら
、
為
替
相
場

は
円
安

・
ド
ル
高
と
な

っ
た
。
八
五
年
初
め
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
資
産
移
動

の
影
響
が

外
国
為
替
市
場

に
直
接
現

わ
れ

て
円
安

.
ド
ル
高

が
進
み
、
そ

の
輸
出
促
進

・
輸
入
抑
制
効
果

に
よ

っ
て
貿
易
収
支

の
黒
字

が
増
大
し

た
。八

五
月
九
月

の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
為
替
相
場

は
急
速

に
円
高

・
ド
ル
安

へ
と
動

い
た
が
、

そ
の
中

で
日
本

の
対
外
投
資
は
高
水
準
を

維
持

し
、
円
高

の
動
き
を
抑
制

し
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、
貿
易
黒
字

の
増
大

は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
円
高
要
因

で
あ
り
・
円
高

の
進
展
は

い
ず

れ
は
輸
出
抑
制
効
果
を
発
揮
す
る
が
、
対
外
投
資

は
円
売
り
ド

ル
買

い
を
伴
う

こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な

い
場
合

に
比

べ

て
為
替
相
場
を
円
安

ド
生
悶同
に
す
る
効
果
を
も

っ
た
。
要
す
る
に
、
大
幅
な
貯
蓄
超

過
が
形
成

さ
れ
る
中

で
対
外
投
資
が
増
加
し
・
そ
れ

が
引
き
起

こ
す
円
安
効
果

に
よ

っ
て
輸
出
が
促
進
さ
れ
、
貿
易
黒
字

が
形
成

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

,

八
〇
年

代
に
日
本

の
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン
ス
で
人
幅
な
貯
蓄
超
過
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
は
、

日
本

が
貿
易
黒
字
大
国

で
あ
る
と
と
も

に
資

本
供
給
大
国

に
転
じ
た

こ
と
を
意
味
し
、
対
外
投
資
が
累
積
す
る
に
伴

っ
て
八
〇
年
代
末

に
は
日
本
は
世
界
最
大

の
債
権
国

に
転
ず
る
に

い
た

っ
た

の
で
あ
る
。

三

展

望

上
述
し
た
よ
う

に
日
本
経
済

の
国
際
的
優
位

は
、
高

い
労
働
生
産
性
上
昇
率
と
貯
蓄
投
資

バ
ラ

ン
ス
の
貯
蓄
超
過

に
基
づ

い
て
い
た
。

こ
の
二
条
件
が
続

く
限
り
、

そ
の
優
位
は
維
持
さ
れ
る
。
米
欧
諸
国

に
比

べ
て
労
働
生
産
性
上
昇
率
が
高

け
れ
ば
、
製
造
業

の
国
際
競
争

力
は
幽口同
ま
る
し
、
ま
た
円
高
が
進

ん
で
も
実
質
円
相
場

の
上
昇
は
抑
制

さ
れ
、
国
際
競
争
力
が
維
持
さ
れ
る
。
貯
蓄
超
過

の
形
成

は
日
本

が
国
際
的

に
資
本
供
給
国
と
し
て
の
役
割
を
演
ず
る

こ
と
を
可
能

に
す
る
。

し
か
し

一
九
九
〇
年
代

に
入

っ
て
日
本
経
済

の
条
件

は
変
化
し
た
。
第

一
は

ア
メ
リ
カ
製
造
業

が
製
品

の
対

日
品
質
格
差
を
縮
め
た

こ
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と
・
第

二
は
東
南

ア
ジ

ア
諸
国

の
工
業
化
が
進

み
、
製
造
業

が
国
際
競
争
力
を
強
化
し

て
い
る
こ
と
、
第

.一は
円
高

の
急
速
な
進
展

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
要
因

に
よ

っ
て
日
本
製
造
業

の
国
際
競
争
力

は
低
下
す
る
に
い
た

っ
た
。

国
際
経
済
環
境

が
変
化

す
る
中

で
日
本
製
造
業
が
国
際
優
位
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
技
術
革
新

に
よ

っ
て
労
働
生
産
性
を
大
幅

に
引

き
上
げ
・
製
品

の
高
付
加
価
値
化
を
進

め
、
価
格
競
争
力

・
非
価
格
競
争
力
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ハ
イ
テ
ク
製
品
分
野

で
は

そ
の
よ
う
な
動
き
が
進
行

し
て
い
る
。
合
理
化

に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
が
限
界

に
き

て
い
る
低
付
加
価
値
口
…
や

一
部

の
標
準
品

は
価
格
競
争

力
を
失

い
、
そ

の
国
内
生
産

は
海
外
現
地
生
産

へ
と
急
速

に
移
行

し

て
い
る
。
米
欧
諸
国
や
東
南

ア
ジ

ア
諸
国

で
の
現
地
生
産
拡
大

の

ブ

ー
メ
ラ

ン
効
果

に
よ
り
、
日
本

の
製
品
輸
入

は

一
段
と
増
加
す
る
傾
向

に
あ

る
。
高
付
加
価
値
品

.
ハ
イ
テ
ク
製
品

は
国
内
生
産
、
低

付
加
価
値
品

・
標
準
品

は
海
外
生
産
と

い
う
製
造
業

の
再
編
成
が
進
み
、
貿
易
収
支

の
黒
字
は
減
少
す
る

こ
と

に
な
ろ
う
。

し
か
し
貿
易
黒
字

は
減
少
し

て
も
、
海
外
保
有
資
産
か
ら
の
利
子

・
配
当
な
ど
投
資
収
益
が
増
加
し
、
貿
易
外
収
支
が
改
善

さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
経
常
収
支
黒
字

の
減
少

に
は
歯
止

め
が
か
か
る
。
貿
易
黒
字
は
圧
縮
さ
れ
る
に
し
て
も
、
貿
易
黒
字
国

.
経
常
収
支
黒
字
国
と

し
て
の
日
本

の
地
位

は
持
続
し
よ
う
。

貯
蓄
超
過

に

つ
い
て
も
、
八
〇
年
代

の
水
準
を
維
持
す

る
こ
と

は
困
難

に
な
ろ
う
。
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
家
計
貯

蓄
率

は
G
N
P
比

で
見

て
す

で
に
低
下
傾
向

に
あ

っ
た
が
、
九
〇
年
代

に
は
高
齢
化
社
会

の
進
展

に
伴

っ
て

一
段
と
低
下
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
米
欧
諸
国
と
の
経
済
摩
擦

に
対
応
す

る
た
め

に
、

日
本

は
内
需
宅
導

の
経
済
成
長

に
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
公
共
投

資

は
増
加
し
、
規
制
緩
和

の
進
展

に
よ

っ
て
民
間
国
内
投
資
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
貯
蓄

の
増
勢
が
鈍
化
し
、
国
内
投
資
が
拡
大
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン
ス
の
貯
蓄
超
過
幅

は
圧
縮

さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
資
本
供
給
国
と
し
て
の
日
本

の
地
位

は
低
下
せ
ざ

る

を
え
な
い
。

日
本

は
八
〇
年
代

に
お
け
る
よ
う

に
国
際
経
済
上

の
地
位
を
高

め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
九
〇
年
代

に
は
技
術
革
新

の
進
展
と
経
済



的
規
制

の
緩
和
撤
廃

に
伴

っ
て
国
内
投
資

は
活
発
化
し
、
経
済
効
率
は

一
段
と
高
ま
ろ
う
。
日
本
経
済

の
効
率
化
は
そ
の
国
際
的
優
位
を

基
礎

づ
け
る
こ
と

に
な

ろ
う
。
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